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Customs and Trade Automated Interface Requirements  

	自動送り状システム


	本章は送り状ﾃﾞｰﾀを合衆国・税関国境警備局(CBP)ﾃﾞｰﾀｰｾﾝﾀｰへ送信するためのﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C01 (入力)








AII‑5

更新ｱｸｼｮﾝに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C02 (入力)








AII‑7

送り状の支払条件に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C05 (入力)








AII‑8

積荷単体の数及び積荷単体の種類に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C06 (入力)








AII‑9

局部包装標識及び最外部の積荷単体の内部に含まれる最大３個までの包装単体に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C07 (入力)








AII‑10

一つの積荷単体に関連する４個以上の包装単体がある時はいつでも包装単体に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子CA1 (入力)








AII‑11

配送記号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子CB1 (入力)








AII‑12

配送記号及び番号に関する追加ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C08 (入力)








AII‑13

請求先限定子及び請求先番号に関連するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C09 (入力)








AII‑15
請求先の名称及びそれらの住所の１番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力
ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C10 (入力)








AII‑16

請求先の住所の２番目と３番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C11 (入力)








AII‑17

報告中の該当事者について都市、国、地方自治体ｺｰﾄﾞ及び郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C13 (入力)








AII‑18

引渡し条件ｺｰﾄﾞ、 所在地限定子、所在地ｺｰﾄﾞ標識、及び所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C17 (入力)








AII‑20

控除金/課徴金・標識に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ 
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C18 (入力)








AII‑23

控除金/課徴金・総額に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C19 (入力)








AII‑24

関連文書識別子及び関連文書番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C31 (入力)








AII‑25

送り状明細番号と商品番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C33 (入力)








AII‑26

数量及び測定単位に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C34 (入力)








AII‑28

第二位及び第三位の数量及び測定単位に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ  

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C35 (入力)








AII‑29

商品説明に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C37 (入力)








AII‑30

.提出される送り状の明細項目の商品に関連する最大２個までの識別番号(ID)・限定子 及び番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C39 (入力)








AII‑31

発送される数量、測定単位及び相違点の根拠ｺｰﾄﾞ に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ  

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C42 (入力)








AII‑33

支払い条件に関するﾃﾟｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C43 (入力)








AII‑34

引渡し条件ｺｰﾄﾞ、所在地限定子、所在地ｺｰﾄﾞ標識、所在地ｺｰｰﾄﾞ、及び所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ  

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C47 (入力)








AII‑36

包装単体の個数及び包装単位の種別に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力
ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C49 (入力)








AII‑37

包装単体の身元証明、局部包装標識、及び最大３個のより低い階層の単体の身元証明に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子CC1 (入力)








AII‑39

配送記号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状明細入力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子CD1 (入力)








AII‑40

配送記号及び番号に関する追加ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C51 (入力)








AII‑41

控除金/課徴金・標識に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C53 (入力)








AII‑43

控除金/課徴金・総額に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C58 (入力)








AII‑44

送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙでの請求先情報が不充分である場合に、請求先限定子及び請求先番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C59 (入力)








AII‑46

請求先の住所の１番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C60 (入力)








AII‑47

請求先の住所の２番目と３番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力

ﾚｺｰﾄﾞ.  

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C61 (入力)








AII‑48

報告中の請求先に係る都市、国、地方自治体ｺｰﾄﾞ、及び郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C81 (入力)








AII‑49

送り状に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状・要約項目の入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子C84 (入力)








AII‑51

送り状明細総額、外国税累計、送り状の加算金総額、及び前払い金総額に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状・要約入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C95 (入力)








AII‑52

輸入者又は公認代理人の宣言に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状・要約入力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子E00 (出力)








AII‑53

売り主/ｲﾝﾎﾞｲｻｰ識別ｺｰﾄﾞ及び当該送信に確認応答する説明的ﾒｯｾｯｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の電子送り状の確認応答出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子E01/95 (出力)







AII‑54

売り主/ｲﾝﾎﾞｲｻｰ識別ｺｰﾄﾞ及びｴﾗｰﾒｯｾｯｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の電子送り状ｴﾗｰ出力
ﾚｺｰﾄﾞ
自動送り状システム
自動送り状ｼｽﾃﾑ(AII)が送り状ﾃﾞｰﾀを合衆国・税関国境警備局(CBP)ﾃﾞｰﾀｰｾﾝﾀｰに送信できるようにする。AIIは５種類のﾚｺｰﾄﾞ；送り状のﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ，送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞ，送り状・要約ﾚｺｰﾄﾞ，一つのｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ及び一つの確認応答ﾚｺｰﾄﾞから成る。 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ納税申告が一定の編集基準を満たさない場合、CBPは電子送り状ﾃﾞｰﾀを要請できる。拒否された電子納税申告に関する情報が、電子的な拒否／（ｲﾝﾎﾞｲｽ）要請の適用業務識別子(US)を用いて、申告者に返される。この適用業務識別子に関連する出力ﾚｺｰﾄﾞに関する追加情報については、本刊行物の納税申告の章を参照のこと。
入力: ：ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C01, C02, C08, 及びC13は必須の送り状・ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。 ﾚｺｰﾄﾞの識別子C05, C06, C07, CA1, CB1, C09, C10, C11, C17, C18 及び C19 は条件付きの送り状・ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C31, C33, 及び C35は必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C34, C37, C39, C42, C43, C47, C49, CC1, CD1, C51, C53, C58, C59, C60 及びC61条件付きの送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C81, C84 及び C95は必須の 送り状・要約項目の入力ﾚｺｰﾄﾞである。
AII入力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ［適用業務］識別子はCIである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Ｂに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力 ：ﾚｺｰﾄﾞの識別子E00は条件付の確認応答ﾚｺｰﾄﾞであり、ﾚｺｰﾄﾞの識別子E01/95は 条件付のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞﾚｺｰﾄﾞである。検証ｴﾗｰが含まれることが分かった送り状ﾃﾞｰﾀについて、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。確認応答を受信するための選択がｴﾗｰなしで受信される送り状ﾃﾞｰﾀに使用できる。自動通商システム(ACS)に始めて参加する時に、この取決めがなされる。
AII出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ［適用業務］識別子はCRである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Ｂに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
訳者注：・本章のinvoiceは輸出者が米国税関に提出する送り状を言う。

　　　　・本章は輸出者［請求元］の立場から記載されるので米国は外国(foreign) 
　　　　　の輸入者［請求先］になる。

　　　　・invoiceにはインボイスを「作る」と「提出する」の意味がある。

　　　　・しかし、通常invoicing partyは「請求元」、「請求先」はinvoice party

　　　　　が使用される。C10,C11では例外的にinvoicing partyを「請求先」に使用している。
・本章のchargesは（役務に対する）料金である。関税は、輸入貨物の価格又は数量を課税標準として課するものなので、役務は関税の対象外である。　　
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C01 (入力)
これは更新ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ、売り主の識別(ID)ｺｰﾄﾞ、送り状の番号、送り状の日付、送り状の種類、通貨ｺｰﾄﾞ、固定為替相場標識、及び為替ﾚｰﾄに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。 このﾚｺｰﾄﾞは各送り状毎に一回だけ送信される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C01 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常に Cに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に 01. に等しくなければならない。
	

	更新ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ
	1A
	4
	M
	更新ｱｸｼｮﾝを表すｺｰﾄﾞ。

有効な更新ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞは：

　

　　A 　　追加

　　D 　　削除

　　R 　　置換
	

	売り主のIDｺｰﾄﾞ
	15AN
	5‑19
	M
	売り主を表す符号。この符号は、売り主の名称及び住所に基づくもので、製造者／売り主の符号（ﾚｺｰﾄﾞの識別子60）及び製造者／荷送人の符号（ﾚｺｰﾄﾞの識別子H5）と同じように導出される。本ｺｰﾄﾞの決定に関する包括的な説明について、1986年11月24日付けCBP通達3500-13を参照のこと。
	

	送り状の番号
	17AN
	20‑36
	M
	送り状番号。有効な文字は英字、数字及びﾀﾞｯｼｭ記号(-)に限る。 
	

	送り状の日付
	6N
	37‑42
	M
	その送り状日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	送り状の種類
	2AN
	43‑44
	M
	送り状の種類を表す符号。有効な送り状の種類符号は；
IN  =商業送り状
PI   =見積送り状
CO = 訂正送り状
CI  = 統合された送り状
CN = 委託販売送り状
	

	通貨ｺｰﾄﾞ
	3A
	45‑47
	M
	その送り状に明記される通貨の種類を表す符号。有効な通貨ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。このｺｰﾄﾞがUSD（米ドル）なら、このﾚｺｰﾄﾞの残りのﾃﾞｰﾀ要素を空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	固定為替相場標識
	1N
	48
	C
	本ﾚｺｰﾄﾞの49-55桁で報告される（通貨の）換算率が固定されているかどうかを示すｺｰﾄﾞ。1と言うｺｰﾄﾞは換算率が購入契約書により固定されていることを示し、0は換算率が固定されないことを示す。
	

	為替ﾚｰﾄ
	7N
	49-55
	C
	固定為替ﾚｰﾄか、それとも、CBP情報交換(CIE)（係り）により公示されている当該輸出日に対する適切なCBP為替ﾚｰﾄを表す数値。小数点以下６桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。
	

	送り状要求の応答標識
	1A
	56
	C
	Ｒと言うｺｰﾄﾞはこの送り状送信が特定のCBP要求に応答していることを示す。直接のCBP要求とは無関係に送信される完結した送り状については、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	フィラー
	24AN
	57‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C02 (入力)
これは送り状の支払条件に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C02 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に 02. に等しくなければならない。
	

	支払い条件種別
	2AN
	4‑5
	M
	支払い条件を表すｺｰﾄﾞ。有効な支払い条件種別ｺｰﾄﾞは：

ｺｰﾄﾞ
説明
01
基本的条件
02
月末
03
確定日付
04
繰り延べ
05
割引が適用されない
08
提示された基本的な割引（率）
15
無料
20
違約金・反則金条件
22
割引条件
99
        その他
	

	支払条件
	70AN
	6‑75
	M
	送り状の支払条件を記述する説明［叙述］的メッセージ。
	

	フィラー
	5AN
	76‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C05 (入力)

これは、積荷単体の数及び積荷単体の種類に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。報告時に、送り状が作られた商品が移された一番外側の包装単体（即ち、積荷単体）を識別するためにﾚｺｰﾄﾞの識別子 C06及び C07と共にこのﾚｺｰﾄﾞが使用される。ｺﾝﾃﾅは積荷単体の一例となっている。積荷単体の種類毎に、別個のC05ﾚｺｰﾄﾞが要求される。C05ﾚｺｰﾄﾞに掲載される積荷単体毎に、C06とC07ﾚｺｰﾄﾞが送信されなければならない。例えば、２つのｺﾝﾃﾅがC05ﾚｺｰﾄﾞに掲載されるなら、２組のC06とC07ﾚｺｰﾄﾞが送信されなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C05 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常に C. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に05. に等しくなければならない。
	

	積荷単体の数
	15N
	4‑18
	M
	本ﾚｺｰﾄﾞの19-23桁で報告される積荷単体のその種類に対応する積荷単体の最外部（に付ける荷印）の数。
	

	積荷単体の種類
	5A
	19‑23
	M
	積荷単体の種類を表すｺｰﾄﾞ。有効な積荷単体ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	57X
	24‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


（訳者補足）

C05；積荷単体(ｺﾝﾃﾅetc）の種類とその数、当該送り状の全種類分を作成する。

　C06；当該積荷単体のID、全種類別記号とその数だけ連番を付したIDを作成する。
　C07；積荷単体に収容される包装単体のIDは、他の積荷単体に適用されない限りただ
　　　　一つでなければならない。この要件は当該送り状に係る全ての包装単体に連
番を付すことによっても満たすことができる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C06 (入力)
これは、積荷単体の身元証明及び局部包装標識に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。ｺﾝﾃﾅ番号は積荷単体身元証明の一例となっている。C05ﾚｺｰﾄﾞが送信されるなら、一つのC06ﾚｺｰﾄﾞが必須である。必要に応じて、追加のC06ﾚｺｰﾄﾞが送信されなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C06 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に06. に等しくなければならない。
	

	積荷単体の身元
証明
	17X
	4‑20
	M
	報告中のその積荷単体にある同定指示（身元が分かる参照記号）（例えば、コンテナの場合、ABCD01234567)。
	


	局部包装標識
	1N
	21
	M
	当該積荷単体がその送り状に全面的にそれとも部分的に用いられるかを示すｺｰﾄﾞ。1と言うｺｰﾄﾞは積荷単体の一部のみその送り状の対象となることを示す。 0 (ｾﾞﾛ)と言うｺｰﾄﾞは積荷単体の全部がその送り状の対象となることを示す。
	

	フィラー
	59X
	22‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


（訳者補足）
１．Idetifying referenceの訳語；「同定指示」とは同一であることを見極めそれを指示することを言う。上記、積荷単体の身元証明の説明文はその役割を果たす言明である。

そうすると、この場合、それは（身元が分かる参照記号）を意味するので前記訳語の後に追記した。
２．C07の「注１」の例；８個のｺﾝﾃﾅ［積荷単体］で8000個の包装［包装単体］の

場合について。この例では各ｺﾝﾃﾅに収容される包装単体の数量を500個としているの

で、８個のｺﾝﾃﾅでは4000個になる。そこで、8000個→4000個に訂正する。
１番目の積荷単体―――包装単体；0001～0500
２番目の積荷単体―――包装単体；0501～1000

３番目の積荷単体―――包装単体；1001～1500

４番目の積荷単体―――包装単体；1501～2000

５番目の積荷単体―――包装単体；2001～2500

６番目の積荷単体―――包装単体；2501～3000

７番目の積荷単体―――包装単体；3001～3500

８番目の積荷単体―――包装単体；3501～4000

ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C07 (入力)
これは、積荷単体の内部に含まれる包装単体に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。個別包装単体又は連続する範囲内の包装単体はC07ﾚｺｰﾄﾞで報告される。このﾚｺｰﾄﾞは、C06ﾚｺｰﾄﾞで報告される積荷単体内に含まれる全ての（個別）包装単体又は各々の（連続する）単体の範囲の全てを識別するために必要に応じて繰り返し報告されるものとする。C06ﾚｺｰﾄﾞが送信される時はいつでも、一つのC07ﾚｺｰﾄﾞが必須である。包装単体の身元証明は、それらが異なる積荷単体に適用されない限りただ一つでなければならない。つまり、積荷単体と包装単体の身元証明の組み合わせはただ一つでなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C07 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に07に等しくなければならない。
	

	包装単体の
身元証明(1)
	17X
	4‑20
	M
	この前のC0.6ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁において特定された積荷単体の内部にじかに梱包される１番目の単体の同定指示（身元が分かる参照記号）。積荷単体の内部の包装単体の連続する範囲のものを報告する場合、このﾚｺｰﾄﾞの4-20桁がその範囲内の１番目の包装単体を表す。
	1

	包装単体の
身元証明(2)
	17X
	21‑37
	C
	この前のC0.6ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁において特定された積荷単体の内部にじかに梱包される包装単体の連続する範囲内の最後の単体の同定指示（身元が分かる参照記号）。もし、複数の包装単体が連続する範囲内になければ（単数の場合）、21-37桁を空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めて、特定の包装単体（複数）を複数のC07ﾚｺｰﾄﾞに分けてその4 -20桁で報告する。
	1

	フィラー
	43X
	38‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
包装単体の身元証明(1)（4-20桁）は、そのC06ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁で報告される積荷単体内に含まれる１番目の個別の包装単体を報告するために使用される。同一積荷単体内の追加の包装単体は個々のC07ﾚｺｰﾄﾞ［包装単体］について報告されることになっている。本ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁で報告されるあの積荷単体内に含まれる連続した包装単体の範囲は、4-20桁でその範囲の最初の包装単体の身元証明並びに21-37桁でその範囲の最終の包装単体の身元証明を送信することにより報告されるものとする。もし、その範囲に含まれる包装単体が連続して全てを含まないなら、21-37桁は空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋められなければならず、おのおのの包装単体は一つずつ報告されなければならない。その包装単体の身元証明を表すために使用される桁数は、最高の値域番号を報告するために使用される桁数に等しくなければならない。たとえば、８個のｺﾝﾃﾅで報告される8000ｹの包装がある場合、その個別包装の身元証明は、１番目のｺﾝﾃﾅについて0001を4-20桁に及び0499を21-37桁に、２番目のｺﾝﾃﾅについて0500 (4-20桁) 及び0999 (21-37桁)、等々に反映させなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  CA1 (入力)

これは、C07ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁（1番目の包装単体の身元証明）又は、C07ﾚｺｰﾄﾞで報告されるところの複数の包装単体の範囲（の身元証明）で特定される包装単体の外側にある配送記号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは紙の梱包一覧表に伝統的に見られる情報を報告するために使用される。このﾚｺｰﾄﾞはC07ﾚｺｰﾄﾞのすぐ後に送信され、かつ、特定の包装単体について、ありとあらゆる積荷単体記号、荷印・荷番号を識別するために（その(CA1)の後に続く）CB1ﾚｺｰﾄﾞと共に使用される。CA1ﾚｺｰﾄﾞが送信されれば、少なくとも１個のCB1ﾚｺｰﾄﾞは必須である。追加のCB1ﾚｺｰﾄﾞを必要に応じて送信できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子CA1 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	2‑3
	M
	常にA1 に等しくなければならない。
	

	配送記号の説明
	70X
	4‑73
	M
	配送記号の自由形式の説明。例えば、菱形の内部にある（買手の）頭文字”Z.K.M”。
	

	フィラー
	7X
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  CB1 (入力)
これは、C07ﾚｺｰﾄﾞで特定される各包装単体の外側にある荷印・荷番号に関する追加ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。これはCA1ﾚｺｰﾄﾞが送信されるときはいつでも、必須のﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは配送記号の説明を報告するために使用されるCA1ﾚｺｰﾄﾞの後に続けなければならない。このﾚｺｰﾄﾞはその他全ての荷印・荷番号を識別するために必要に応じて繰り返されるものとする。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子CB1 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	2‑3
	M 
	常にB1に等しくなければならない。
	

	荷印・荷番号
	70X
	4‑73
	M
	C07の4-20桁、若しくは4-20桁と21-37桁で報告される包装単体の連続する範囲で特定される積荷単体の外側に見られる荷印・荷番号を、（略語などを）略さずに、記述する自由入力形式の文言。
	

	フィラー
	7X
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C08 (入力)
これは、請求先限定子及び請求先番号に関連するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、その送り状全体に関連している請求先の全てを識別するために必要に応じて繰り返される。送信されるC01ﾚｺｰﾄﾞ毎に、最低限３個のC08ﾚｺｰﾄﾞが要求される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C08 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に08. に等しくなければならない。
	

	請求先限定子
	2A
	4‑5
	M
	報告中の「送り状上の請求先」＊の種類を示すｺｰﾄﾞ。
	1

	請求先番号
	15X
	6‑20
	C
	このﾚｺｰﾄﾞの4-5桁の請求先限定子を識別するｺｰﾄﾞ。
	2

	フィラー
	60AN
	21‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


（＊訳者注：以降は「請求先」と略記する）
「注
1」
有効な請求先限定子ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説明
AB

買付け代理人
BY

購入者
CB

CBP登録通関業者
EX

輸出者
II

ｲﾝﾎﾞｲｻｰ
IM

輸入者
ｺｰﾄﾞ

説明
MF

製造者
SE

販売者
SR

販売代理人
SU

売り主
UC

最終荷受人
一つの送り状に対して、ｺｰﾄﾞSU, UC,及びIMが必須である。ｺｰﾄﾞBYとSE(ﾍﾟｱ)は、それぞれがｺｰﾄﾞUCと SU(ﾍﾟｱ)とは異なる場合には必須である。  BYとSE(ﾍﾟｱ)が報告されないで、かつ、その送り状が委託販売 (CN)を反映するものでないなら、BY とSE(ﾍﾟｱ) はUC とSU(ﾍﾟｱ)に等しいと仮定される。 

ｺｰﾄﾞII は条件付である。支払い請求元番号が売り主(SU)番号とは違う場合に限り、
II (ｲﾝﾎﾞｲｻｰ) ｺｰﾄﾞを使用のこと。
「注 
2」
請求先限定子ｺｰﾄﾞIM, UC, SU, II 及びMF.については、請求先番号を報告しなければならない。IM 及びUC の請求先番号の有効な書式は次の通り： 

NN‑NNNNNNNXX
内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN
CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN
社会保障番号
これらのｺｰﾄﾞにおいて、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、及びDDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地ｺｰﾄﾞ。
請求先番号が内国歳入庁(IRS)形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。 

請求先限定子ｺｰﾄﾞSU, II 及びMFについては、請求先番号を1986年11月24日付けCBP通達3500-13に記載の通り、製造者/売り主ｺｰﾄﾞ形式で報告しなければならない。
請求先限定子ｺｰﾄﾞAB, BY, CB, EX, SE 及びSRについて、請求先番号は要求されない。これらの請求先を報告する時、必要なのは名称と住所でけである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C09 (入力)
これは請求先の名称及び請求先の所在地住所の１番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。C08ﾚｺｰﾄﾞの4-5桁で提供される請求先限定子が"UC”及び"IM"以外のあらゆるｺｰﾄﾞの時、C09, C10及びC11ﾚｺｰﾄﾞでの請求先の名称及び住所の報告が必須である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C10で請求先の所在地住所の２番目と３番目の行を報告する。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C11で都市、州、国、地方自治体及び郵便番号を報告する。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C09 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に09. に等しくなければならない。
	

	請求先名称
	35AN
	4‑38
	M
	報告中の請求先の名称。
	

	住所の１行目
	35AN
	39‑73
	M
	請求先の住所の１番目の行（即ち、番地及び通りの名前、若しくは私書箱番号）。
	

	フィラー
	7AN
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C10 (入力)
これは、請求先の住所の２番目と３番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。都市、州、地方自治体及び郵便番号はﾚｺｰﾄﾞの識別子C11で報告される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C10 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に10. に等しくなければならない。
	

	住所の２行目
	35AN
	4‑38
	M
	請求先の住所の２番目の行。
	

	住所の３行目
	35AN
	39‑73
	C
	請求先の住所の３番目の行。
	

	フィラー
	7AN
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C11 (入力)
これは、請求先の都市、国、地方自治体ｺｰﾄﾞ、及び郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。C09ﾚｺｰﾄﾞが送信され、かつ、請求先の名称と住所が報告される時は何時でも、このﾚｺｰﾄﾞは必須である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C11 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にCに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に11. に等しくなければならない。
	

	都市
	35AN
	4‑38
	M
	請求先が所在する住所の内の都市の部分。
	

	地方自治体のｺｰﾄﾞ
	9AN
	39‑47
	C
	都市より大きい、しかし、国より小さい（即ち、外国の州又は県に相当する）請求先の住所の内のその部分。
	

	郵便番号
	9AN
	48‑56
	C
	請求先の郵便領域を識別するｺｰﾄﾞ（即ち、ｼﾞｯﾌﾟｺｰﾄﾞ）。
	

	国
	2A
	57‑58
	M
	請求先の住所の内の国の部分を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	22AN
	59‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C13 (入力)
これは、引渡し条件ｺｰﾄﾞ、 所在地限定子、所在地ｺｰﾄﾞ標識、及び所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。 このﾚｺｰﾄﾞは各送り状毎に一回だけ送信される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C13 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に13. に等しくなければならない。
	

	引渡し条件ｺｰﾄﾞ
	3AN
	4‑6
	M
	送り状の商品の引渡し条件を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	所在地限定子
	2A
	7‑8
	M
	前記引渡し条件により参照文献として引用される所在地の種類を示すｺｰﾄﾞ。
	2

	所在地ｺｰﾄﾞ標識
	2N
	9‑10
	C
	該所在地ｺｰﾄﾞを決定するために使用される資料を示すｺｰﾄﾞ。有効な所在地ｺｰﾄﾞ標識は次の通り：
25 =国勢調査，別表 K (外国の船積み港)
（外国；米国を除く国）

26 =国勢調査，別表 D (合衆国の通関手続き地)
66 =国際標準化機構(ISO)の国符号
国勢調査の別表K及びDのｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙを通じて照会できる、また、有効なISOｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	所在地ｺｰﾄﾞ
	5AN
	11‑15
	C
	その引渡し条件で言及される所在地を特定する所在地ｺｰﾄﾞ標識（9-10桁）から得られるｺｰﾄﾞ。
	

	所在地
	35AN
	16‑50
	C
	（国勢調査）別表K、別表 D、又は本刊行物の補遺Ｂ(ISO国符号).に掲載されていない時の引渡し条件の所在地を特定する叙述的説明。
	

	フィラー
	30AN
	51‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な引渡し条件ｺｰﾄﾞ（ｲﾝｺﾀｰﾑｽﾞ）は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
 説明
CAF
指定仕向港までの運賃込み価格
CAI
保険料込み価格 

CFR
運賃込み価格
CIF
指定仕向港までの運賃保険料込み価格
CIP
（指定仕向地）までの運送費保険料込み
CPT
（指定仕向地）までの輸送費込み
DAF
国境持込渡し
DAP
（指定）仕向地持込渡し
DAT
（仕向港の指定）ﾀｰﾐﾅﾙ持込渡し

ｺｰﾄﾞ
説明
DDP
仕向港での関税込み持込渡し
EXQ
関税込み埠頭持込渡し
EXW
工場渡し
FAS
船側渡し
FCA
運送人渡し
FOA 
FOB空港渡し
FOB
本船渡し
FOR
鉄道渡し
FOT
ﾄﾗｯｸ渡し
FPC
ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ接続渡し
「注
2」
有効な所在地限定子ｺｰﾄﾞとそれらの対応する引渡し条件を下に示す：:

	ｺｰﾄﾞ
	限定子
	引渡し条件

	LB
	引渡し場所
	DAF, DAP, DAT, DDP, FCA, FPC

	LC
	出発場所
	EXW

	LI
	荷揚げ港
	CAI, CAF, CFR, CIF, CIP,  CPT, DDP

	LJ
	積込港
	EXQ, FAS, FOA, FOB, FOR, FOT


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C17 (入力)
これは一つの送り状全体に適用される控除金/課徴金・標識、控除金/課徴金・資料番号、単位当たりの単価、単価ﾍﾞｰｽ、測定単位、控除金/課徴金・ﾊﾟｰｾﾝﾄ、 及び、控除金/課徴金・総額に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。ただ一つの送り状に対してこのﾚｺｰﾄﾞを何度も送信できる。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C17毎に、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C18がなければならない。C17とC18のﾚｺｰﾄﾞｾｯﾄが、各控除金/課徴金請求の報告に際して、使用されなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C17 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に17. に等しくなければならない。
	

	控除金/課徴金・標識
	1A
	4
	M
	控除金/課徴金/調整金を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	控除金/課徴金・資料番号
	17X
	5‑21
	C
	控除金、販売促進費、又は課徴金に参照符を付ける売り手により割当てられた符号。
	

	単位当たりの単価
	15N
	22‑36
	C
	控除金/課徴金/調整金の基礎となる単位当たりの特定金額。控除金/課徴金/調整金が単位当たりの単価に基づかなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。小数点以下４桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。
	

	単価ﾍﾞｰｽ
	9N
	37‑45
	C
	控除金/課徴金/調整金が単位当たりの金額に基づいている場合、単価ﾍﾞｰｽはその単位当たりの単価(22-36桁)が適用される単位の個数である。例えば、提出される送り状の控除金が1,000ﾀﾞｰｽ当たり100.00ﾄﾞﾙ未満なら、1,000が単価ﾍﾞｰｽである。
	

	測定単位
	3AN
	46‑48
	C
	控除金/課徴金/調整金・明細書で挙げられる測定単位を表すｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは送状のあらゆる明細について、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C33の61- 63桁で報告されるｺｰﾄﾞと同一でなければならない。
	

	控除金/課徴金・
ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	7N
	49‑55
	C
	控除金/課徴金/調整金の根拠となる百分率［ﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ］の十進表現。控除金/課徴金/調整金がﾊﾟｰｾﾝﾄを根拠としないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。小数点以下６桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。例えば、0100000 [0.100000]は10%と言うことになる。
	

	控除金/課徴金・総額
	15N
	56‑70
	C
	記述されている控除金/課徴金/調整金の貨幣価値総額。小数点以下４桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。控除金は、例えば損傷又は欠陥貨物のような品目に対する輸入価格の  削減を可能にし、課徴金は、例えば　　　試験料、分担金、融資金額、輸入国の国内の運賃及び組立て費などの売り手により買手に課せられる費用である。
	2

	フィラー
	10AN
	71‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
（現実支払価格に係る）控除金は、例えば損傷又は欠陥貨物のような品目に対する輸入価格の削減を可能にし、課徴金は、例えば試験料、分担金、融資金額、輸入国の国内の運賃及び組立て費などの売り手により買手に課せられた費用である。
有効な控除金/課徴金・標識ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説明
A

課税分控除
C

関税が掛かる課徴金
D

関税が掛かる税関調整金
N

関税が掛からない税関調整金
R

関税が掛からない控除金
S

関税が掛からない課徴金
加算要素、控除要素又は両方を含む送り状を作成する点において、控除金/課徴金・標識（ｺｰﾄﾞ）は次のようになるはずである：
            A, C, 又はD は送り状価格に加算用
            N, R, 又は S は送り状価格に対する控除用。
提出される送り状の控除金は買手が売り手に支払った金額が提出される送り状の商品価値とどのように異なっていたか詳述する。例えば、控除金は損傷または欠陥貨物と関連する費用の課税価格の削減に導き（ｺｰﾄﾞR）、又は、間接払いによる課税価格の増加に導いている（ｺｰﾄﾞA）。（間接支払い；課税価格・計上後に別途控除）
「注
1 – 続き」
（提出される送り状の控除金ち同じ文脈）
提出される送り状の課徴金は、各項目ごとの送り状価格に加えて、買手が当該商品について支払った金額を詳述する。例えば、課徴金は売り手により買手に課せられる試験料、分担金、融資金額及び輸入国の国内運賃のための費用の課税価格の削減（ｺｰﾄﾞS）を可能にし、又は、金型、鋳型、工具、外国の研究開発などによる課税価格の増加（ｺｰﾄﾞC）を可能にする。
調整金は、買手が売り手に支払った金額を変えるのではなく、むしろ課税価格を調整する費用又は価格である。例えば、調整金は国際運賃・保険料などの販売条件控除（ｺｰﾄﾞN）を含み、或いは請求元以外の当事者に支払われた総額（例えば、第三者に支払われる工作機械整備のための援助費用）に対する課税価格までの増加（ｺｰﾄﾞD）を可能にする。
控除金/課徴金・標識はﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞC17）又は項目･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞC51）で送信されなければならない。
CATAIR入門に述べられた通り、”ACSは入力の妥当性検証及び監視ｼｽﾃﾑであるが、輸入申告書作成ｼｽﾃﾑではない。” CATAIRは利用者に有意義なﾃﾞｰﾀ記述を提供しようと努めるとはいえ、正確な輸入申告書の作成は最終的に通関申告者の責任である。上記の手引きは、費用が課税されようが非課税であろうと決してそれを裁定することを目的とするものではない。追加ｶﾞｲﾀﾞﾝｽは19 CFR 141.86及び152.103に見出せる。
「注
2」
控除金/課徴金・総額はﾄﾞﾙ建て金額でなければならない。（０（ｾﾞﾛ）ﾄﾞﾙが入力される場合、誤った課税価格が表示される恐れがある。）
ﾚｺｰﾄﾞの識別子C17が入力される時はいつでも、ﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで報告するのにﾚｺｰﾄﾞの識別子C18が不可欠である。注：控除金/課徴金が送り状の単一明細に適用されるなら、それならﾚｺｰﾄﾞの識別子C３１及びC33が項目･ﾚﾍﾞﾙで報告するために使用されなければならない。
控除金/課徴金の報告に際して、それらをまとめないこと。請求項目ごとにﾚｺｰﾄﾞの識別子C17及びC18を使用すること。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C18 (入力)
これは一つの送り状に適用される、控除金/課徴金・総額、通貨ｺｰﾄﾞ、固定為替相場標識、為替ﾚｰﾄ、及び控除金/課徴金・説明に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C17があるなら、このﾚｺｰﾄﾞは必須である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C18 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に18 に等しくなければならない。
	

	控除金/課徴金・総額
	15N
	4‑18
	M
	記述されている控除金/課徴金/調整金の貨幣価値総額。小数点以下４桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。控除金は、例えば損傷又は欠陥貨物のような品目に対する輸入価格の削減を可能にし、課徴金は、例えば試験料、分担金、融資金額、輸入国の国内の運賃及び組立て費などの売り手により買手に課せられた費用である。 この総額はﾚｺｰﾄﾞの識別子C17に示されたのと同じ額を反映させなければならない。
	

	通貨ｺｰﾄﾞ
	3A
	19‑21
	M
	提出される送り状の控除金/課徴金/調整金に係わる通貨を特定するｺｰﾄﾞ。有効な通貨ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。このｺｰﾄﾞがUSD（米ドル）なら、このﾚｺｰﾄﾞの固定為替相場標識（22桁）及び為替レート（23-29桁）を空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	固定為替相場標識
	1N
	22
	C
	控除金/課徴金/調整金・金額に対して適用される通貨換算ﾚｰﾄが固定されているかどうかを示すｺｰﾄﾞ。1と言うｺｰﾄﾞは換算ﾚｰﾄが固定されていることを示し、0（ｾﾞﾛ）と言うｺｰﾄﾞは換算ﾚｰﾄが固定されないことを示す。
	

	為替ﾚｰﾄ
	7N
	23‑29
	C
	固定為替ﾚｰﾄか、それとも、CBP情報交換(CIE)（係り）により公示されている当該輸出日に対する適切なCBP為替ﾚｰﾄ。小数点以下6桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。
	

	控除金/課徴金・説明
	35AN
	30‑64
	M
	報告中の控除金/課徴金/調整金に関する簡潔な叙述的説明。入力はﾚｺｰﾄﾞの識別子C17で入力された（内容と）同じ説明でなければならない。
	

	フィラー
	16AN
	65‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C19 (入力)
これは関連文書識別子及び関連文書番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状ﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、特定の許可証、証明書又はその他の書類が送り状の商品に関連して引用される場合に提供される。ただ一つの送り状に対してこのﾚｺｰﾄﾞを何度も送信できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C19 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に19 に等しくなければならない。
	

	関連文書識別子
	3AN
	4‑6
	M
	関連文書識別子を表すｺｰﾄﾞ。有効な関連文書識別子ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	1

	関連文書番号
	35X
	7‑41
	M
	本ﾚｺｰﾄﾞの4-6桁の中から参照される［で引用されている］許可証、証明書又は文書に関連する識別・番号又はｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	39AN
	42‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
現在はC41, C42, C43, D15及びC36識別子のみ、電子送り状ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(EIP)及び遠隔地申告(RLF)・ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ加入の元となる文書を認証する権限を与えられている。本刊行物の補遺Bにおけるその他の識別子は、CBP又はその他政府機関により電子認証の認定を受けられない。その他の識別子は、単に将来使うためのものである。EIP及びRLF電子認証処理の範囲内の追加ｺｰﾄﾞの包含は、それらが起った時に、（統合）貨物ｼｽﾃﾑﾒｯｾｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ(CSMS)ﾒｯｾｰｼﾞに文書でされる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C31 (入力)
これは送り状の明細番号と商品番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは各送り状明細毎に一回だけ報告される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C31 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に31 に等しくなければならない。
	

	送り状の明細番号
	4N
	4‑7
	M
	送り状の各明細項目に割当てられた0001から9999までの連続した番号。
	

	商品番号(A)
	35X
	8‑42
	C
	売り主又は購入者により類似または同一の商品若しくは製品に割当てられた識別番号又はｺｰﾄﾞ（例えば、部品番号又はｶﾀﾛｸﾞ番号など）。
	

	商品番号(B)
	35X
	43‑77
	C
	売り主又は購入者により類似または同一の商品若しくは製品に割当てられた二番目の識別番号又はｺｰﾄﾞ。例えば、商品番号(A)（8-42桁）が売り主の部品番号なら、この商品番号は購入者の部品番号とすることができる。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C33 (入力)
これは、 数量(1)、測定単位(1)、単価、品目金額、単価ﾍﾞｰｽ、測定単位、価格設定単位の個数、及び有効成分率 に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。 ﾚｺｰﾄﾞの識別子C31毎に、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C33は必須である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C33 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に33 に等しくなければならない。
	

	数量(1)
	15N
	4‑18
	M
	提出される送り状の明細項目に対する第一位の統計報告単位に関連する（単位の）個数。数量ｾﾞﾛは受け入れられない。提出される送り状の明細項目に対する統計報告単位が“X”の時はいつでも、提出される送り状の実際の数量及び測定単位が使用されなければならない。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	1

	測定単位(1)
	3AN
	19‑21
	M
	このﾚｺｰﾄﾞの4-18桁で報告される数量と関連する測定単位を表すｺｰﾄﾞ。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｃに掲載されている。
	1

	単価
	15N
	22‑36
	M
	それに基づいて送り状明細総額が算定される単位当たりの金銭的価格。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	

	品目金額

	15N
	37‑51
	M
	該送り状明細の商品に関連する合計金額。小数点以下４桁が暗に含まれている。品目金額は、単価に価格設定単位の個数を掛けたもの、（該当する、医薬品関係の場合は）有効成分率を掛け、そして単価ﾍﾞｰｽ（単位数）で割ったものに等しくなければならない。
	

	単価ﾍﾞｰｽ
	9N
	52‑60
	M
	その単価が適用される単位の個数。例えば、送り状の明細項目が100ﾀﾞｰｽ当たり575ﾄﾞﾙと書いてあるなら、100が単価ﾍﾞｰｽである。（即ち、単価は100ﾀﾞｰｽ当たりの平均値となる）
	

	測定単位
	3AN
	61‑63
	M
	単価ﾍﾞｰｽを定量化するために使用される測定単位を表す送り状の明細項目に

関連するｺｰﾄﾞ。例えば、送り状の明細項目が100ﾀﾞｰｽ当たり575ﾄﾞﾙなら、ﾀﾞｰｽがその単価の測定単位であり、また、筋の通ったﾀﾞｰｽの略号ならどれでも報告される。
	

	価格設定単位の個数
	9N
	64‑72
	M
	単価（22-36桁）を掛けると本ﾚｺｰﾄﾞの（37-51桁）で報告される金額（商品価格）となる単位の個数。小数点以下３桁が暗に含まれている。
	

	有効成分率
（医薬品関係）
	7N
	73‑79
	C
	全商品に含まれる特定の物質の割合。この割合は特定の化学製品についてよく引合に出されている。それがその単価と直接関係するなら、この割合に単価と価格設定単位の個数の積を掛けて（その結果）明細項目の金額に達する。小数点以下６桁が暗に含まれている。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
例えば、明細項目と関連する関税率表番号が6505.90. 1530で、その明細項目は "200 ﾀﾞｰｽの帽子(様式12B）、正味重量 600ｷﾛｸﾟﾗﾑ"と書いてあるなら、200を報告する、なぜならば、 関税率表はﾀﾞｰｽを着目する関税率表番号の第一位の報告単位に指定しているのだから。  もう一つの例として、明細項目と関連する関税率表（番号）が 9503.31.0000 で、その明細項目は "100個のHｽｹｰﾙの玩具の列車"と書いてあるなら、例え関税率表は"X"を着目する関税率表番号の第一位の報告単位に指定しているとしても、100個を報告する。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C34 (入力)
これは第二位及び第三位の数量及び測定単位に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは次の場合に必須である；送り状の明細項目に対する商品に適用される関税率表番号が複数の統計報告単位を有する場合、又は、関税率表番号がﾚｺｰﾄﾞの識別子C33で報告される第一位の統計数量以外の送り状・数量に関する計算に基づき決る場合である。どんな場合に２個以上の関税率表番号が要求されるかの追加情報については、本刊行物の補遺Ｆを参照のこと。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C34 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に34. に等しくなければならない。
	

	数量(2)
	15N
	4‑18
	M
	第二位の報告単位と関連する単位の個数。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	1

	測定単位(2)
	3AN
	19‑21
	M
	２番目の数量と関連する測定単位を表すｺｰﾄﾞ。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｃに掲載されている。
	1

	数量(3)
	15N
	22‑36
	C
	第三位の報告単位と関連する単位の個数。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	2

	測定単位 (3)
	3AN
	37‑39
	C
	３番目の数量と関連する測定単位を表すｺｰﾄﾞ。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｃに掲載されている。
	2

	フィラー
	41AN
	40‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
例えば、明細項目と関連する関税率表番号が6505.90. 1530で、その送り状数量が200 ﾀﾞｰｽ/正味重量 600ｷﾛｸﾟﾗﾑ(KG)であるなら、KGが注解合衆国実行関税率表(HTS)で 第二位の統計報告単位として指定されているのだから、数量(2)で600を報告し、測定単位(2)でKG (ｷﾛｸﾞﾗﾑ) を報告する。
「注
2」
特定の商品について、第三位の数量及び測定単位を報告しなければならない。 例えば、実行関税率表ﾏｽﾀｰ･ﾌｧｲﾙ で述べたように、 甘蔗原料糖(HTSの項1701.11) は第一位及び第二位の統計報告単位に加えて "国際糖度"を報告するよう要求する。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C35 (入力)
これは商品説明に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞであって、完結した商品説明を報告するためにこれを繰り返して送信できる。各C31ﾚｺｰﾄﾞ毎に、少なくとも一つのC35ﾚｺｰﾄﾞが送信されなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C35 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に35. に等しくなければならない。
	

	商品説明
	70X
	4‑73
	M
	送り状及びその他全ての関連書類に記載したとおりの商品の叙述的説明。この説明は完結したものであって、英語でなければならない。総体的な関税表用の記述は受け入れられない。
	1

	フィラー
	7AN
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
これら(TSCA+/-)は、各化学物質及び/又はその混合物毎の輸入申告の時に送信されなければならないTSCA認証コードである。電子署名に関して権限を与えられた個人の名称もまた含まれなければならない。
TSCA+
　　　TSCAの規制を受ける貨物の肯定的認証。私は、この送り状明細の化学物質がTSCAに基づく適切な規定若しくは命令に従うものであること、及び私は、この取り決めに従って、TSCA又は適切な規定若しくは命令に違反して通関のために化学物質を申出しないことを証明する。
TSCA-

　　　TSCAの規制を受けない貨物の否定的認証。私は、この送り状明細の化学物質がTSCAの規制を受けないことを証明する。

（TSCA；有害物質規制法）
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C37 (入力)
これは、提出される送り状の明細項目の商品に関連する最大２個までの識別(ID)・限定子及び番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。 このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返えされる。このﾚｺｰﾄﾞを、買手又は売り手の品番或いは型番（ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C31の商品番号を参照のこと）を報告するために使用しなくて、どちらかと言うと、このﾚｺｰﾄﾞは関連性のある通し番号、登録番号、若しくは類似の参照番号を識別するために使用する。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C37 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に37. に等しくなければならない。
	

	識別番号(ID) 限定子(A)
	3AN
	4‑6
	M
	一番目の識別番号(ID) 限定子を表す

ｺｰﾄﾞ。
	1

	識別番号(A)
	35AN
	7‑41
	M
	提出される送り状の単一品目に関連する一番目の識別番号、通し番号、又は類似の参照番号。
	

	識別番号(ID) 限定子(B)
	3AN
	42‑44
	C
	二番目の識別番号(ID) 限定子を表す

ｺｰﾄﾞ。
	1

	識別番号(B)
	35AN
	45‑79
	C
	提出される送り状の単一品目に関連する二番目の識別番号、通し番号、又は類似の参照番号。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


Note
1

有効な識別番号(ID) 限定子ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説明
BN

通し番号
CN

車台番号
EE

エンジン番号
VIN

車両識別番号
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C39 (入力)
これは発送される数量、測定単位、及び相違点の根拠ｺｰﾄﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは送り状明細ごとに１回送信され、それは発送される数量が提出される送り状の数量と一致しない場合に限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C39 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に39に等しくなければならない。
	

	発送される数量
	15N
	4‑18
	M
	輸出者が実際に出荷する提出される送り状の明細項目の数量を表す数値。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	

	測定単位
	3AN
	19‑21
	M
	送り状明細の商品の量を決めるために使用される測定単位を表すｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子C33（19- 21桁）で報告されるｺｰﾄﾞと同一でなければならない。
	

	相違点の根拠ｺｰﾄﾞ
	2AN
	22‑23
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子33（4-18桁）で提出される送り状の数量と本ﾚｺｰﾄﾞで報告される発送数量（4-18桁）間の相違点の根拠を識別するｺｰﾄﾞ。
	1

	相違点の根拠
	35AN
	24‑58
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子33（4-18桁）で提出される送り状の数量と本ﾚｺｰﾄﾞで報告される発送数量（4-18桁）間の相違点の根拠を明白にする説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	22AN
	59‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な相違点の根拠ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説　明
AQ

数量と測定単位の入れ替え
BD

青写真の印刷ずれ
BQ

平衡数量 (但し､相違点あり）
DC

日付変更
EV

推定数量
GU

１包装当たりの総量と測定単位
GW

１包み当たりの総重量
ｺｰﾄﾞ

説　明
LD

長さの相違
MC

１包み又は大きさの尺度相違
PC

１包みの相違
PD

１包みの寸法相違
PQ

１包みの数量
PS

製品又はｻｰﾋﾞｽ識別（ｺｰﾄﾞ）変更
PW

１包みの重量相違
PZ

１包みの大きさ相違

「注
1 - 続き」
ｺｰﾄﾞ

説　明
QO

受注数量
QP

価格限定子を基準とする数量
QT

値崩れ品数量
SC

大きさの相違
SS

積み残し
ｺｰﾄﾞ

説　明
UM

測定単位相違
UP

単価
WD

幅相違
WO

１梱包当たりの重量限定子又は総重量
ZZ

その他 (相互に定義された)

ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C42 (入力)
これは支払い条件に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは特定の送り状明細の商品の支払い条件がﾚｺｰﾄﾞの識別子C02の送り状ｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで送信される支払い条件と異なる場合に限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C42 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に42 に等しくなければならない。
	

	支払い条件種別
	2AN
	4‑5
	M
	支払い条件の種類を表すｺｰﾄﾞを言う。
ｺｰﾄﾞ
説明
01
基本的条件
02
月末
03
確定日付
04
繰り延べ
05
割引が適用されない
08
提示された基本的な割引（率）
15
無料
20
違約金・反則金条件
22
割引条件
99
その他
	

	支払条件
	70AN
	6‑75
	M
	送り状明細の支払条件を述べる説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	5AN
	76‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C43 (入力)
これは引渡し条件ｺｰﾄﾞ、所在地限定子、所在地ｺｰﾄﾞ標識、所在地ｺｰﾄﾞ及び所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは送り状明細の商品の引渡し条件がﾚｺｰﾄﾞの識別子C13の送り状ﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで報告される引渡し条件と異なる場合に限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C43 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に43に等しくなければならない。
	

	引渡し条件ｺｰﾄﾞ
	3AN
	4‑6
	M
	該送り状明細の商品の引渡し条件を表すｺｰﾄﾞ。  
	1

	所在地限定子
	2A
	7‑8
	M
	前記引渡し条件によって参照文献として引用される所在地の種類を示すｺｰﾄﾞ。
	2

	所在地ｺｰﾄﾞ標識
	2N
	9‑10
	C
	該所在地ｺｰﾄﾞを決定するために使用される資料を示すｺｰﾄﾞ。有効な所在地ｺｰﾄﾞ標識ｺｰﾄﾞは次の通り：
25 =国勢調査，別表 K (外国の船積み
港) （外国；米国を除く国）
26 =国勢調査，別表 D (合衆国の通関
手続き地)
66 =国際標準化機構(ISO)の国符号
国勢調査の別表K及びDのｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙを通じて照会できる、また、有効なISOｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	所在地ｺｰﾄﾞ
	5AN
	11‑15
	C
	その引渡し条件で言及される所在地を識別する所在地ｺｰﾄﾞ標識（9-10桁）を基に得られるｺｰﾄﾞ。
	

	所在地：
	35AN
	16‑50
	C
	（国勢調査）別表K、別表 D、又は本刊行物の補遺Ｂ(ISO国符号).に掲載されていない時の引渡し条件の所在地の叙述的説明。
	

	フィラー
	30AN
	51‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な引渡し条件ｺｰﾄﾞ（ｲﾝｺﾀｰﾑｽﾞ）は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
 説明
CAF
指定仕向港までの運賃込み価格
CAI
保険料込み価格
CFR
運賃込み価格
CIF
指定仕向港までの運賃保険料込み価格
CIP
（指定仕向地）までの運送費保険料込み
CPT
（指定仕向地）までの輸送
費込み
DAF
国境持込渡し
DAP
（指定）仕向地持込渡し
DAT
（仕向港の指定）ﾀｰﾐﾅﾙ持
込渡し

ｺｰﾄﾞ
説明
DDP
仕向港での関税込み持込渡し
EXQ
関税込み埠頭持込渡し
EXW
工場渡し
FAS
船側渡し
FCA
運送人渡し
FOA 
FOB空港渡し
FOB
本船渡し
FOR
鉄道渡し
FOT
ﾄﾗｯｸ渡し
FPC
ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ接続渡し
「注
2」
有効な所在地限定子ｺｰﾄﾞとそれらの対応する引渡し条件を下に示す：
	ｺｰﾄﾞ
	限定子
	引渡し条件

	LB
	引渡し場所
	DAF, DAP, DAT, DDP, FCA, FPC

	LC
	出発場所
	EXW

	LI
	荷揚げ港
	CAI, CAF, CFR, CIF, CIP, CPT, DDP

	LJ
	積込港
	EXQ, FAS, FOA, FOB, FOR, FOT


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C47 (入力)
これは包装単体の個数及び包装単位の種別に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子C05, C06, 及び C07）で提供される梱包情報が最低水準の包装単位を特定するのに不充分な場合に限り使用される。例えば、もし、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C06で報告された積荷単体の身元証明が特定の送り状明細項目の唯一の包装水準なら、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C47は不要である。しかしながら、もし必要なら、このﾚｺｰﾄﾞは（ﾚｺｰﾄﾞの識別子C06又はC07で報告されるところの）該当する各包装単体の身元証明に属するその種別及び数量を報告するために使用される。さらに、該送り状の商品が前述の包装単体の身元証明の階層より低い単体に詰められるなら、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C49で適用されるより低い階層の単体・身元証明を報告すること。この送り状の明細項目と関連を持っている包装単体の各種別について、別々にC47ﾚｺｰﾄﾞを報告する。しかしながら、C47ﾚｺｰﾄﾞが別の包装単体の種別を特定するために繰り返される前に、各C47ﾚｺｰﾄﾞの直後に全ての報告対象C49ﾚｺｰﾄﾞが続かなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C47 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に47. に等しくなければならない。
	

	包装単体の個数
	15N
	4‑18
	M
	本ﾚｺｰﾄﾞの包装単体の種別（19-23桁）で特定されるところの包装単体の個数。
	

	包装単体の種別
	5X
	19‑23
	M
	包装単体の種別を表すｺｰﾄﾞ。有効な包装単体の種別ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	57AN
	24‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 C49 (入力)

これは包装単体の身元証明、局部包装標識 、及び包装単体内に含まれる一つのより低い階層の単体の身元証明または包装単体内のより低い階層の単体の連続する範囲のどちらか一方に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。C47ﾚｺｰﾄﾞが送信される時はいつでも、このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返されるものとする。C47ﾚｺｰﾄﾞが送信される時はいつでも、一つのC49ﾚｺｰﾄﾞが必須である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C49 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に49. に等しくなければならない。
	

	包装単体の身元
証明
	17X
	4‑20
	M
	報告中のより低い階層の単体の同定指示（身元が分かる参照記号）。
	

	局部包装標識
	1N
	21
	M
	当該積荷単体がその送り状に部分的にしか用いられないかどうかを示すｺｰﾄﾞ。1と言うｺｰﾄﾞは積荷単体の一部のみ（部分的に）この送り状の対象となることを示す。 0 (ｾﾞﾛ)と言うｺｰﾄﾞは積荷単体の全部がこの送り状の対象となることを示す。
	

	より低い階層の単体・身元証明(1)
	17X
	22‑38
	M
	本ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁において特定される包装単体の内部にじかに梱包される１番目の単体の同定指示（身元が分かる参照記号）。包装単体の内部のより低い階層の単体の連続する範囲のものを報告する場合、このﾚｺｰﾄﾞの22-38桁がその範囲内の１番目のより低い階層を表す。
	1

	より低い階層の単体・身元証明(2)
	17X
	39‑55
	C
	本ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁において特定される包装単体の内部にじかに梱包されるより低い階層の単体の連続する範囲内の最後の単体の同定指示（身元が分かる参照記号）。複数のより低い階層の単体が連続する範囲外であるなら、この39-55桁を空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋め、22-38.桁（証明(1)）でもって別々のC49ﾚｺｰﾄﾞでより低い階層の特定の単体を報告すること。
	1

	フィラー
	25X
	56‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
より低い階層の単体・身元証明(1)（22-38桁）は、前述のC07ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁で報告される包装単体内に含まれる１番目のより低い階層の単体を報告するために使用され、ここC49ﾚｺｰﾄﾞ（4-20桁）でもさらに参照される。同一包装単体内の追加のより低い階層の単体は個々のC49ﾚｺｰﾄﾞで報告されることになっている。本ﾚｺｰﾄﾞの4-20桁で報告される包装単体内に含まれる連続したより低い階層の単体の範囲は、39-55桁でその範囲の最初のより低い階層の単体の身元証明(2)を送信することにより報告されるものとする。もし、その範囲に含まれるより低い階層の単体が連続して全てを含まないなら、39-55桁は空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋められなければならず、おのおのの包装単体は一つずつ報告されなければならない。包装単体の身元証明は、それらが異なる積荷単体に適用されない限りただ一つでなければならない。つまり、積荷単体と包装単体の身元証明の組み合わせはただ一つでなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  CC1 (入力)
これはC49ﾚｺｰﾄﾞの 22-38桁、若しくはC49ﾚｺｰﾄﾞの22-38桁 (最初) と39-55桁 (最後) の範囲のより低い階層の単体で特定されるより低い階層の単体の外側にある配送記号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状明細入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは紙の梱包一覧表に、従来、見られる情報を報告するために使用される。報告時に、各C49ﾚｺｰﾄﾞの後にCC1ﾚｺｰﾄﾞを続けるものとする。CC1が使用される場合、C49毎に１個に限る。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子CC1 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	2‑3
	M
	常にC1. に等しくなければならない。
	

	配送記号の説明
	70X
	4‑73
	M
	配送記号の自由形式の説明。例えば、菱形の内部にある（買手の）頭文字　　　”Z.K.M”。
	

	フィラー
	7X
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  CD1 (入力)
これはC49ﾚｺｰﾄﾞの22-38桁、若しくはC49ﾚｺｰﾄﾞの22-38桁（最初）と39-55桁（最後）で報告されるより低い階層の単体の範囲で特定される、おのおののより低い階層の単体の外側にある荷印・荷番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状明細入力ﾚｺｰﾄﾞである。CC1が使用される場合、少なくとも１つのCD1がなければならないが、もっとあっても良い。その他全ての荷印・荷番号を識別するために必要に応じて繰り返し使用すること。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子CD1 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	2‑3
	M
	常にD1に等しくなければならない。
	

	荷印・荷番号
	70X
	4‑73
	M
	C49の4-20桁で特定されるより低い階層の単体の外側に見られる荷印・荷番号を、（略語などを）略さずに、記述する自由入力形式の文言。
	

	フィラー
	7X
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C51 (入力)
これは控除金/課徴金・標識、控除金/課徴金・資料番号、単位当たりの単価、単価ﾍﾞｰｽ、測定単位、控除金/課徴金ﾊﾟｰｾﾝﾄ並びにﾚｺｰﾄﾞの識別子C17及びC18の送り状ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀが適用されない控除金/課徴金・数量に関するﾃｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚ ｺｰﾄﾞである。送り状の明細項目毎にこのﾚｺｰﾄﾞを何度も送信できる。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C51毎にﾚｺｰﾄﾞの識別子C53が要求される。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C51 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に51 に等しくなければならない。
	

	控除金/課徴金・標識
	1A
	4
	M
	控除金/課徴金/調整金・標識の種別を示すｺｰﾄﾞ。
	1

	控除金/課徴金・資料番号
	17X
	5‑21
	C
	控除金、販売促進費、又は課徴金に参照符を付ける売り手により割当てられた符号。
	

	単位当たりの単価
	15N
	22‑36
	C
	控除金/課徴金/調整金の基礎となる単位当たりの特定金額。控除金/課徴金/調整金が単位当たりの単価に基づかなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。小数点以下４桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。
	1

	単価ﾍﾞｰｽ
	9N
	37‑45
	C
	前述の単位当たりの価格(22-36桁)は控除金/課徴金/調整金が金額に基づいている時に適用されるという特定の単位の個数。例えば、提出される送り状の控除金が1,000ﾀﾞｰｽ当たり100.00ﾄﾞﾙ未満なら、1,000が単価ﾍﾞｰｽである。
	

	測定単位
	3AN
	46‑48
	C
	控除金/課徴金/調整金・明細書において引用される測定単位を表すｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは当該送り状明細のﾚｺｰﾄﾞの識別子C33の61- 63桁で報告されるその単価の測定単位ｺｰﾄﾞと同一でなければならない。
	1

	控除金/課徴金・
ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	7N
	49‑55
	C
	百分率［ﾊﾟｰｾﾝﾄ］に基づく控除金/課徴金/調整金。控除金/課徴金/調整金がﾊﾟｰｾﾝﾄに基づかないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。小数点以下６桁が暗に含まれている。
	

	控除金/課徴金・数量
	15N
	56‑70
	C
	控除金/課徴金/調整金が追加又は削減として表示される場合に、その分だけその送り状のものが増減する数量。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	

	フィラー
	10AN
	71‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な控除金/課徴金・標識ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説明
A

課税分控除
C

関税が掛かる課徴金
D

関税が掛かる税関調整金
N

関税が掛からない税関調整金
R

関税が掛からない控除金
S

関税が掛からない課徴金
加算要素、控除要素又は両方を含む送り状を用意する場合には、控除金/課徴金・標識（ｺｰﾄﾞ）は次のようになる：
           A, C, 又はD は送り状価格に加算用
           N, R, 又はS は送り状価格の控除用。
提出される送り状の控除金は買手が売り手に支払った金額が提出される送り状の商品価値とどのように異なっていたか詳述する。例えば、控除金は損傷または欠陥貨物と関連する費用の課税価格の削減に導き（ｺｰﾄﾞR）、又は、間接的な支払による課税価格の増加に導いている（ｺｰﾄﾞA）。（間接支払い；課税価格・計上後に別途控除）
提出される送り状の課徴金は、品目ごとの前記送り状の価格に加えて、買手が当該商品について支払った金額を列挙する。例えば、課徴金は売り手により買手に課せられた試験、分担、融資及び輸入国の国内運送の費用に対する課税価格の削減（ｺｰﾄﾞS）を可能にし、又は、金型、鋳型、工具、外国の研究開発などに対する課税価格の増加（ｺｰﾄﾞC）を可能にする。
調整金は、買手が売り手に支払った金額を変えるのではなく、むしろ課税価格を調整する費用又は価格である。例えば、調整金は国際運賃・保険料などの販売条件控除（ｺｰﾄﾞN）を含み、或いは請求元以外の当事者に支払われた総額（例えば、第三者に支払われる工作機械整備のための援助費用）に対する課税価格までの増加（ｺｰﾄﾞD）を可能にする。
控除金/課徴金・標識はﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞC17）又は項目･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞC51）で送信されなければならない。
CATAIR入門に述べられた通り、”ACSは入力の妥当性検証及び監視ｼｽﾃﾑであるが、輸入申告書作成ｼｽﾃﾑではない。” CATAIRは利用者に有意義なﾃﾞｰﾀ記述を提供しようと努めるとはいえ、正確な輸入申告書の作成は最終的に通関申告者の責任である。上記の手引きは、費用が課税されようが非課税であろうと決してそれを裁定することを目的とするものではない。追加ｶﾞｲﾀﾞﾝｽは19 CFR 141.86及び152.103に見出せる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C53 (入力)
これは控除金/課徴金・総額、通貨ｺｰﾄﾞ、固定為替相場標識、為替ﾚｰﾄ、及び控除金/課徴金・説明に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子C51があるなら、このﾚｺｰﾄﾞは必須である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C53 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に53 に等しくなければならない。
	

	控除金/課徴金・総額
	15N
	4‑18
	M
	記述されている控除金/課徴金/調整金の貨幣価値総額。小数点以下４桁が暗に含まれている。
	

	通貨ｺｰﾄﾞ
	3A
	19‑21
	M
	提出される送り状の控除金/課徴金/調整金に係わる通貨を特定するｺｰﾄﾞ。有効な通貨ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。このｺｰﾄﾞがUSD（米ドル）なら、このﾚｺｰﾄﾞの固定為替相場標識（22桁）及び為替レート（23-29桁）を空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	固定為替相場標識
	1N
	22
	C
	控除金/課徴金/調整金・金額に対して適用される通貨換算ﾚｰﾄが固定されているかどうかを示すｺｰﾄﾞ。1と言うｺｰﾄﾞは換算ﾚｰﾄが固定されていることを示し、0（ｾﾞﾛ）は換算ﾚｰﾄが固定されないことを示す。
	

	為替ﾚｰﾄ
	7N
	23‑29
	C
	固定為替ﾚｰﾄか、それとも、CBP情報交換(CIE)（係り）により公示されている当該輸出日に対する適切なCBP為替ﾚｰﾄ。小数点以下6桁が暗に含まれている。
	

	控除金/課徴金・説明
	35AN
	30‑64
	M
	報告中の控除金/課徴金/調整金に関する簡潔な叙述的説明。
	

	フィラー
	16AN
	65‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C58 (入力)
これは、送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子C08からC11まで）での請求先情報が送り状の明細項目の商品について不充分である場合の請求先と請求先番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは送り状の明細項目毎に最大７回まで繰り返えされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C58 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に58 に等しくなければならない。
	

	請求先限定子
	2A
	4‑5
	M
	報告中の請求先の種類を示すｺｰﾄ。
	1

	請求先番号
	15X
	6‑20
	C
	その請求先を識別するｺｰﾄﾞ。
	2

	フィラー
	60AN
	21‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な請求先限定子ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説明
AB

買付け代理人
BY

購買業者
CB

CBP登録通関業者
CN

荷受人
EX

輸出者
II

ｲﾝﾎﾞｲｻｰ
ｺｰﾄﾞ

説明
IM

輸入者
MF

製造者
SE

販売業者
SR

販売代理人
UC

最終荷受人

引用される各請求先について、追加のﾃﾞｰﾀを提供しなければならない。（請求先番号は最終荷受人について報告されなければならないが、一方、名称及び住所は報告されるその他全ての請求先について要求される。ｺｰﾄﾞMFについて、名称、住所及び製造者が必要である。製造者・符号の決定に関する説明について、1986年11月24日付けCBP通達3500-13を参照のこと。）
「注
2」
請求先限定子ｺｰﾄﾞIM, UC, SU, II 及びMF.については、請求先番号を報告しなければならない。IM 及びUC の請求先番号の有効な書式は次の通り： 
NN‑NNNNNNNXX
内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN
CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN
社会保障番号
これらのｺｰﾄﾞにおいて、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、及びDDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地ｺｰﾄﾞ。
登録輸入者番号が内国歳入庁(IRS)形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。 

請求先限定子ｺｰﾄﾞSU, II 及びMFについては、請求先番号を1986年11月24日付けCBP通達3500-13に記載の通り、製造者/売り主ｺｰﾄﾞ形式で報告しなければならない。
請求先限定子ｺｰﾄﾞAB, BY, CB, EX, SE 及びSRについては、請求先番号が要求されない。
これらの当事者を報告する時、名称と住所以外は要求されない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C59 (入力)
これは報告される請求先の所在地住所の１番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。所在地住所の２行目と３行目はﾚｺｰﾄﾞの識別子C60で報告される。都市、州、国、地方自治体ｺｰﾄﾞ、及び郵便番号はﾚｺｰﾄﾞの識別子C61で報告される。このﾚｺｰﾄﾞは、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C58で報告された請求先について名称及び住所が要求される時はいつでも、提供されなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C59 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に59 に等しくなければならない。
	

	請求先名称
	35AN
	4‑38
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C58で特定される請求先の名称。
	

	住所の１行目
	35AN
	39‑73
	M
	請求先の住所の１番目の行（即ち、番地及び通りの名前、若しくは私書箱番号）。
	

	フィラー
	7AN
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C60 (入力)
これは請求先の所在地住所の２番目と３番目の行に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C60 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に60. に等しくなければならない。
	

	住所の２行目
	35AN
	4‑38
	M
	請求先の住所の２番目の行。
	

	住所の３行目
	35AN
	39‑73
	C
	請求先の住所の３番目の行。
	

	フィラー
	7AN
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C61 (入力)
これは都市、国、地方自治体のｺｰﾄﾞ、及び郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の送り状の明細項目入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、名称及び住所ﾃﾞｰﾀが請求先について送り状の明細ﾚﾍﾞﾙで要求される時はいつでも、提供されなければならない。これはC59ﾚｺｰﾄﾞが送信されるときはいつでも、必須のﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C61 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に61 に等しくなければならない。
	

	都市
	35AN
	4‑38
	M
	請求先が所在する住所の内の都市の部分。
	

	地方自治体のｺｰﾄﾞ
	9AN
	39‑47
	C
	都市より大きいけれども国より小さい（即ち、外国の州又は県に相当する）請求先の住所の内のその部分。
	

	郵便番号
	9AN
	48‑56
	C
	その郵便領域を識別するｺｰﾄﾞ（即ち、ｼﾞｯﾌﾟｺｰﾄﾞ）。
	

	国
	2A
	57‑58
	M
	請求先の住所の内の国の部分を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	22AN
	59‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C81 (入力)
これは、送り状の行数、送り状総額、値引き対象総額、外国税対象総額、及び合衆国の関税が掛かる総額に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状・要約項目の入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C81 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に81. に等しくなければならない。
	

	送り状の行数
	4N
	4‑7
	M
	その送り状に載っている行の総数を表す0001から9999までの数値。この総数はその送り状に対するC31ﾚｺｰﾄﾞの総数に等しくなければならない。
	

	送り状総額
	15N
	8‑22
	M
	その送り状の米ドル総額。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	1

	値引き対象総額
	15N
	23‑37
	C
	支払値引きの対象となるその送り状価格部分（米ドルで）の総計。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	外国税対象総額
	15N
	38‑52
	C
	米国以外の租税の対象となるその送り状価格部分（米ドルで）の総計。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	合衆国の関税が掛かる総額
	15N
	53‑67
	M
	合衆国の関税が掛かる（米ドルでの）送り状金額合計。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	2

	フィラー
	13AN
	68‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
送り状総額は次の和に等しい：
· 全ての送り状明細価格（品目単位での全ての控除金及び課徴金の正味価格を含む）の要約合計，
· 送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで報告される全ての控除金及び課徴金（例えば、梱包料、配達料、又は割戻し金）の差し引き合計，
· 売り主に支払われる米国以外の全ての租税の送り状金額合計。
「注
2」
合衆国の関税が掛かる総額は、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C18またはC53　の控除金/課徴金・総額ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞで報告される次の金額の差引き総和に対する米ドル価格に等しい：
· 全ての関税が掛かる課徴金(C)，ﾌﾟﾗｽ
· 全ての関税が掛かる税関調整金(D)，ﾌﾟﾗｽ
· 全ての関税が掛からない税関調整金(N)，ﾏｲﾅｽ
· 全ての関税が掛からない控除金(R)，ﾏｲﾅｽ
これに加えて、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C33で報告される米ドル価格での全ての品目金額、さらに、ﾚｺｰﾄﾞの識別子C85で報告されるように、前払い金総額がある。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C84 (入力)
これは、 送り状明細の総額、送り状の加算金総額、負の加算金標識、外国税累計、及び前払い金総額に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状要約入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C84 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に84 に等しくなければならない。
	

	送り状明細の総額
	15N
	4‑18
	M
	送り状の明細ﾚﾍﾞﾙで提示された送り状の全ての控除金又は課徴金を含む、送り状明細金額の総計。この総額は米ﾄﾞﾙで報告されなければならない。小数点以下２桁が暗に含まれている。D又はNとして符号化される課徴金及び控除金を記載してはならない。
	

	送り状の加算金　総額
	15N
	19‑33
	C
	送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで報告される送り状の全ての控除金及び課徴金（例えば、梱包料、配達料、又は割戻し金）の差引き米ﾄﾞﾙ建て総計。小数点以下２桁が暗に含まれている。もし、その税額が整数なら、小数点以下２桁（ｾﾝﾄ）にはｾﾞﾛを入れる。D又はNとして符号化された課徴金及び控除金を記載してはならない。
	

	負の加算金標識
	1A
	34
	C
	送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで報告される控除金総額が、課徴金について送り状の明細ﾚﾍﾞﾙで報告される総額より大きい時はいつでも、 このﾌｨｰﾙﾄﾞにNを書き入れ、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	外国税累計
	15N
	35‑49
	C
	売り主に支払われる米国以外の全ての租税の米ﾄﾞﾙ建て送り状価格総計。小数点以下２桁が暗に含まれている。もし、その税額が整数なら、小数点以下２桁（ｾﾝﾄ）にはｾﾞﾛを入れる。
	

	前払い金総額
	15N
	50‑64
	C
	当該送り状に関する前払い金及び使途不明金の米ﾄﾞﾙ建て総額。小数点以下２桁が暗に含まれている。もし、その税額が整数なら、小数点以下２桁（ｾﾝﾄ）にはｾﾞﾛを入れる。
	

	フィラー
	16AN
	65‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  C95 (入力)
これは輸入者又は公認代理人の宣言、宣言する人、宣言する人の呼称、 署名、及び宣言の日付 に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の送り状・要約入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは輸入者又は公認代理人の電子署名と見なされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子C95 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にC. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に95. に等しくなければならない。
	

	輸入者又は公認代理人の宣言
	1A
	4
	M
	Xと言うｺｰﾄﾞはその（注１）宣言を承認する。
	1

	宣言する人
	32X
	5‑36
	M
	提出される送り状ﾃﾞｰﾀの真実性を宣言する権限を与えられた人の名称及び連絡先電話番号。
	

	宣言する人の呼称
	2AN
	37‑38
	M
	提出される送り状ﾃﾞｰﾀの正当性をCBPに立証する人の立場を識別するｺｰﾄﾞ。有効な宣言する人の呼称ｺｰﾄﾞは次の通り：

IR  = ABI通関自己申告・輸入者

CB = CBP登録通関業者
	

	署名
	1A
	39
	M
	Ｘと言うｺｰﾄﾞは電子署名が宣言する人のそれ（署名）であることを意味する。
	

	宣言の日付
	6N
	40‑45
	M
	輸入者又は代理人による宣言の日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	フィラー
	35AN
	46‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
輸入者又は公認代理人の宣言文は次の通り： 

購入された若しくは購入に同意された商品の場合、私は商業送り状に記述している価格がここに示す価格に正確に反映されていること、及び前述の価格が真実であることを宣言する。購入するための購入同意書以外 で確保される商品の場合、私は送り状に記述している価格若しくは価値がこの申告での価格若しくは価値の明細書に正確に反映されており、かつ、私が知り信じる限りにおいて、それらが真実であることを宣言する。その上、私は商業送り状に記述しているその他すべての明細書がこの電子送り状送信の範囲内のその他全ての明細書に正確に反映されており、かつ、それらが事実と相違ないことを宣言する。最後に、私は（もしあれば）前述の価格又は明細書が真実若しくは正確でないことを明らかにする全ての送り状、論文、書類又はいずれかの媒体で管理されている情報を、直ちに適切なCBP担当官に提供する。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  E00 (出力)

これは、支払い請求元識別(ID)符号、送り状番号、ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ及び当該送信に確認応答する説明的ﾒｯｾｯｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の電子送り状の確認応答出力ﾚｺｰﾄﾞである。
もし、利用者が送り状のｴﾗｰなし確認応答を受信しないことを選択し、かつ、全ﾌﾞﾛｯｸともｴﾗｰなしなら、ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞと後書きﾚｺｰﾄﾞのみ送信されることになる。ﾍｯﾀﾞｰ及び後書きﾚｺｰﾄﾞに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子E00 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にE. に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に00 に等しくなければならない。
	

	支払い請求元ID  ｺｰﾄﾞ
	15AN
	4‑18
	M
	送り状の入力送信中にﾚｺｰﾄﾞの識別子C01で規定される支払い請求元IDを表すｺｰﾄﾞ。（C01の売り主=請求元を意味する）
	

	送り状の番号
	17AN
	19‑35
	M
	ｴﾗｰなしで受信される送り状の番号。
	

	フィラー
	4AN
	36‑39
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ﾒｯｾｰｼﾞ識別子ｺｰﾄﾞ
	3AN
	40‑42
	M
	ﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	2AN
	43‑44
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	45‑77
	M
	電子送り状のﾃﾞｰﾀがｴﾗｰなしで受信されたことを述べる説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。　
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  E01/95 (出力)
これは、支払い請求元識別(ID)符号、送り状番号、送り状明細、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子、及びｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀﾃを提供する条件付の電子送り状のｴﾗｰ出力ﾚｺｰﾄﾞである。ｴﾗｰありの送り状ﾚｺｰﾄﾞはｴﾗｰのあることが分かった詳細ﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子C01からC95まで）の後にﾚｺｰﾄﾞの識別子E01/95.を続けることにより報告されることになる。
  もし、ｴﾗｰが送り状の識別ｴﾗｰ（支払い請求元のID/送り状の番号）、またはﾚｺｰﾄﾞの構成若しくは連番のｴﾗｰなら、かの送り状について、それ以上の処理が生じることはない。もし、ｴﾗｰがﾃﾞｰﾀｴﾗｰなら、その送り状の処理は続き、かつ、ｴﾗｰ詳細ﾚｺｰﾄﾞが各ｴﾗｰ毎にｼｽﾃﾑ生成されることになる。いったん全ての個別ｴﾗｰが特定の送り状に対して特定されてしまうと、その送り状が拒絶されていることを示す最後のﾚｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑ生成されることになる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子E01/95 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類 
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にE. に等しくなければならない。
	

	入力ﾚｺｰﾄﾞのﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	01から95までの数字になる。
	

	支払い請求元ID  ｺｰﾄﾞ
	15AN
	4‑18
	M
	送り状の入力送信中にﾚｺｰﾄﾞの識別子C01で規定される支払い請求元IDを表すｺｰﾄﾞ。
	

	送り状の番号
	17AN
	19‑35
	M
	ｴﾗｰありで受信された送り状の番号。
	

	送り状明細
	4N
	36‑39
	C
	ｴﾗｰありで受信された送り状明細に関連する番号。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	40‑42
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。これは利用者がｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞの分類や、その他電子的処理ができるようにするために提供される。現今、全てのｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが関連する識別子を有するとは限らないで、識別子が割当てられにつれて、それらが利用者に提供される。
	

	フィラー
	2AN
	43‑44
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	45‑77
	M
	ｴﾗｰ状態を説明する叙述的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


（訳者補足）

１．本稿のインホイスは外国からＣＢＰへ送信されるものである。 

２．invoicing partyとinvoice partyの相違点。前者は支払い請求元を示し、外国に存在

する。後者は請求書上の請求先を示し、合衆国内に存在する。
３．各ﾚｺｰﾄﾞの識別子の中で”party”はそれぞれのﾍｯﾃﾞｲﾝｸﾞで明記されるinvoicing
又はinvoiceの区分が継承される。即ち、前後の語に係らず請求元若しくは請求先
を意味する。

４．ﾚｺｰﾄﾞの識別子とinvoicing party／invoice partyの区分　
　　1) invoicing； E00, E01/95.
       2) invoice；C08, C58, C59, C60, C61.
　   3) invoicing/invoice共用；C09, C10, C11.
＊3)は住所表示に係り３．項の適用外
5．the invoiced + nounにおける過去分詞の形容詞的用法の訳語

　  Invoice  (vt)；送り状を作り提出する→ 「提出される送り状の」とする。
　また、the Quantity Dispatched (positions 4‑18) reported in this recordのように形容詞的用法の

　過去分詞が連続する場合、どちらかを能動的に訳す。この場合、「報告される発送数量」

　とする。２例目：the invoiced line item quantity actually shipped by the exporter；「輸出者が実際に出荷する提出される送り状の明細項目の数量」
6．the number of unitsの訳語

　 単位数（同一単位の個数）であるが、「水がﾊﾞｹﾂに３杯ある」のように連続量
（同一単位）を計る単位として「単位の個数」とも訳せる。文脈に応じて選択した。
7．C51 Allowance/Charge Quantityの「説明」文に関する検討

allowance/charge quantity that is not covered by invoice header data in Record Identifiers C17 and C18.

　C17のﾍｯﾃﾞｲﾝｸﾞにある上記の句に対応する要素及び説明は、これをquantityから amount に変更している。つまり、このquantityは価格及び数量の両面性を有する。
そして、C51の数量は前記価格に対応する数量を言うものと考える。
８．Invoice headerとinvoice lineについて 

　勧告第６号：貿易のための統一ｲﾝﾎﾞｲｽﾚｲｱｳﾄｷｲ（jastpro.org用語集より抜粋）
　1)Invoice headerとはｲﾝﾎﾞｲｽ文書の上側 3 分の 1 に含まれているﾃﾞｰﾀ。ﾃﾞｰﾀ要素は、

当事者（名前と住所）、日付、商業参照事項、国情報、輸送の詳細、及び 国際物品販売の受渡しと支払いの条件を定めている。
2)invoice lineはｲﾝﾎﾞｲｽ文書の中央の3 分の1 に含まれているﾃﾞｰﾀ。各ｲﾝﾎﾞｲｽ項目のﾃﾟｰﾀ要素は記述されている商品別であり、荷印、梱包の数と種類、商品明細、商品ｺｰﾄﾞまたは番号、数量、重量及びその他の寸法、金額などを含めることができる。
９．Active ingredientとItem Amountについて

・WTO協定に基づき「国際一般名称」を有する医薬の有効成分により関税率が定められている。そこで「有効成分」の記述のある品目には、「医薬品関係」を追加記載した。
・Item Amount must equal the Unit Price multiplied by the Number of Pricing Units, multiplied by the Percentage of Active Ingredient (if applicable), divided by the Unit Price Basis.これはequal以下の述語がmultiplied byの前のｺﾝﾏで２分され、それぞれthe Unit Priceを修飾する。前半は通常の場合で請求金額を表し、後半は医薬品関係の場合で一個当たりの有効成分の金額を表す。
10．invoiceから始まる単語の訳語

   Invoice；送り状
   Invoice header level；送り状のﾍｯﾀｰ･ﾚﾍﾞﾙ

   Invoice line；送り状明細
 Invoice line input；送り状明細入力

invoice line item [line-item]；送り状の明細項目

invoice line item [line-item] input；送り状の明細項目入力
invoiced line item；提出される送り状の明細項目
invoice line level；送り状の明細ﾚﾍﾞﾙ
 invoice line number；送り状明細番号（0001から9999までの連番）
invoice line total price；送り状明細総額

invoice line value；送り状明細価格

invoice records in error；ｴﾗｰありの送り状ﾚｺｰﾄﾞ

invoice summary input record；送り状要約入力ﾚｺｰﾄﾞ
Number Of Invoice Lines；送り状の行数
on an/the invoice line；送り状明細の
on an invoice line item；送り状の明細項目に対する

the line item；明細項目
total invoice amount；送り状金額合計　

total invoices value；送り状総額　

11．Summary total；要約合計について
　本件の「自動送り状ｼｽﾃﾑ」にﾃﾞｰﾀ入力するための明細表がEXCELで作成されているとすれば、各行の内容を纏めたものを要約と呼び、全行分加算した合計が要約合計と見なせる。

（その他補足）控除金/課徴金の送信方法について

(1) 控除金/課徴金は、ﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞC17+ C18）又はﾗｲﾝ･ﾚﾍﾞﾙ（ﾚｺｰﾄﾞC51+C53）
     で報告されなければならない。
・送り状のﾍｯﾀﾞｰ･ﾚﾍﾞﾙで報告される全ての控除金及び課徴金（例えば、梱包料、配達料、又は割戻し金）の差し引き合計額， 
(2) INVOICEの記入項目
1.送り主（Shipper)の社名・住所・電話番号・FAX番号
 2. 受取人（Consignee)の社名・住所・電話番号・FAX番号
3. インボイス番号（決まりはないので、任意の番号）、場所と作成日
4.支払い方法、条件等(電信送金等）
5. 船名、出港する港名、出港日
6. 到着する港名と国名
7. 貿易取引条件
8. 貨物明細；品名、個数、単価、トータル金額を明記します。
9.到着する港名と国名

10. シッピングマーク；主に上から会社名、行先、箱の番号、生産国（もしくは輸出国名）
11. 会社名と担当者のサイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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